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　　　　　　　　　　　幼稚園でお別れ会

　今月から南・北小学校の一年生になる幼稚園の年長組と年少組のお別れ会が

3月13日行われました。卒園する園児たちは、年少組の園児や先生の心をこ

めた歌や人形劇に大はしゃぎ。写真は、園長先生のマジックに大喜びの園児た
ち。
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そ　の　他

　　94，468

議　会　費

　106，236

消　　防　　費

　164，326

公　債　　費

　180，566

衛　　生　　費

　280，208

民　　生　　費

　310，833

農林水産業費

　439，482

土　　木　　費

　444，222

教　　育　　費

　507，210

総　務　　費

　528，449

15（億円）1050

團　　　平成4年度

口平成3年度

05

入歳

田丁　　　　　　税

　　　1，453，472千円

（億円）10

地　方　交　付　税

　　　　　670，000

県支出金
344，493

国

金　　入

149，783

繰

入産　　端又

82，257

財

地方譲与税
　80，000

自動車取得税交付金

　　　80，000

他　　の

195，995

そ

　ロ　　　　　ロツフアツフ！

　
三
月
の
定
例
議
会
で
、
平
成
四
年
度
の
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
三
十
億
五
千
六
百
万
円
で
、
昨
年
度

に
比
べ
て
一
億
百
万
円
、
三
・
四
％
の
増
加
と
な
り
、
三
十
億
を
超
え

た
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
五
つ
の
特
別
会
計
を
加
え
、
豊
か
な
2
1
世
紀
を
め
ざ
し
た
町

づ
く
り
の
た
め
に
配
分
し
ま
し
た
。

扶助費94，846

騰1§遮

積立金

76，082

そ
の
他

簿
樫的

嗜蓑
魑

補助費等

547，393ノ

費
1

件
8
9

物
瓶

　
賂

人件費

825，761

投

　3，056，000
（単位，千円）

建設事業

769，437

資
的
経
費

■性質別歳出

（2）



　　　　　　　　　　　一般会計予算30億5，600万円

町民の暮らしを支える

　　　　生活利便都市

道路・橋りょう……197，410
0交通安全施設整備事業

　　　　　　　…　79，　460

0生活道路整備事業…61，100
0幹線道路整備事業…56，850
市街地整備…………155，022
0土地区画整理事業

　　　　　　　・153，　122
0熊谷南部地域開発……1，900

生活にゆとりとうるおいのφる

　　　　快適環境都市

ゴミ・し尿処理……170，875
0ごみ処理事業・…・・…90，216

0し尿処理事業………63，471
0塵芥収集事業…・一・15，549
0ごみ処理容器購入助成事業

　　　　　　　　一・・1，339
0環境美化推進事業・……・・…300

防災・防犯一一一…15，058
0防災行政無線整備事業

　　　　　　　　一…　8，858
0消防施設整備事業……6，200
交通安全施設整備事業…5，583
公害対策事業……・一…・3，552

公園・緑地……………・…・一371

安心していきいきと暮らす

　　　　　　　健康都市

福祉…一……一…・114，320
0児童措置事業………96，591
0社会福祉協議会の充実

　　　　　　　　　・6，368
0高齢者対策事業………5，650
0寝たきり老入等入浴サービス事業

　　　　　　　一・・2，　400
0寝たきり老人短期保護事業

　　　　　　　　　…・395
0地域福祉活動事業……1，920
0老人家庭奉仕員派遣事業…996
社会保険の充実………47，404

0老人医療の充実……24，641
0国民健康保険の充実

　　　　　　　　・22，763
保健・医療……………21，449
0疾病予防・健康づくり推進事業

　　　　　　　　・11，887

　　　　　　　．．、，覇灘

o健康診断助成事業……3，750
0基本健康診査事業……3，135
0高血圧と心疾患予防対策事業

　　　　　　　　　・1，003
0機能訓練事業………………931

0母子保健事業・一…一……743
同和対策事業…・・…一…5，350

　ふるさとの文化を大切にする

　　　　　生涯学習都市

学校教育……………133，320
0小学校施設整備事業

　　　　　　・・129，　920

○中学校施設整備事業…3，400
文化……………・一・…22，129

0町史編さん事業……17，808
0歴史公園整備事業一一4，321
社会教育………………18，136

0同和問題啓発事業……3，004
0集会所整備事業……11，000
0総合文化会館整備事業

　　　　　　　　　・2，500
0生涯学習推進事業……1，632
パソコン導入事業………6，150
中学校外国人講師授業…3，300
コミュニティづくり推進事業

　　　　　　　　・……600

　活力にあふれ躍動する

　　　　　　自立経済都市

農林業の振興………301，990
0生活環境整備事業

　　　　　　・・247，253
0農業経営の安定確立事業

　　　　　　　　・31，654
0生産基盤整備事業…23，083
商工会の育成……………7，152
観光振興推進事業………1，912
テクノグリーン構想の推進……77

町民の夢を大切にし実現する

　　　　　　　未来都市

住民参加…………　…13，458
0広報の発行一　　　　・8，177
0人材育成事業一一　・5，281
行政運営…・……　　　30，743
0電算事務運営事業…29，779
0統計思想普及事業…　　　964

　　　　　　　　（単位　千円）

　、鎧

ゴ
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　特別会計
　（各グラフの単位は：千円）

前年と比較した特別会計のうごき

住　宅

集　排

国　保

老’保

水　道

会計名

8
i

亡坪廊年度

瞬平喫年度

羅議頚、

優

鱗iil雛 』灘i糠改、1

聾
1 i

肖鱗…i撫戸 難・、灘緊・慰i

‘

1 『 一

綴辮媒滋 キ

一一i獣1』 難｛一　　　　：

； …

2億　4億　6億　8億！0億

助耀費辮騰鱒馨簿織雛難、、鱗、．議

るために、疾病予防に重点
　　　　　　　　　　　　　　国民健康
を置き、国保の疾病分類統　　　　　　保険税
　　　　　　　　　　　　　　〔194，335〕計や医療費動向を生かした

健康づくり事業を保健セン

ターと連携して実施するほ

か、人問ドック受診費補助

事業や助産費給付の改定

（13万円から24万円）などに

よって、安心して生き生き

と暮らす健康な町づくり実

現のために、歳入歳出それ

ぞれ5億600万円の予算
を計上いたしました。

国庫支出金
〔164，463〕

繰入金
〔65，763〕

療養給付費

　交付金
〔53，664〕

そ　の　他
〔27，775〕

1
・
、

、園羅撫群鎌難譲

　
　
　
　
費
幻

　
　
　
　
付
3
8

　
　
　
　
給
駄

羅
、
．

健
金
司

呆
出
71

f
拠
L

人
　
　
0

　
　
　

老
　
〔

総　務　費
〔30，294〕

そ　の　他
〔14，609〕

●溝麟酬羅1麟羅増螺

　老人保健特別会計に

ついては、人生80年
時代を迎え老人が健康

で生きがいを持ち安心

して暮らせるために、

高齢者の健康保持と増

進を図るために希望者

に万歩計を配布し、歩

く健康づくり推進事業

各種資料など作成シス

テムの開発、制度の周

知啓発用パンフレット

の配布を計画し、歳入

歳出それぞれ4億3，

840万5千円を計上
しました。

　1　縫1き、、麟翻1綴購

金
金
釣

基
付
⑳

　
交
0

払
　
0

　
　
　

支
　
〔

国庫支出金
〔87，028〕

繰　入　金
〔24，641〕

そ　の　他
〔26，498〕

医療諸費
〔429，190〕

予　備　費
〔　5，000〕

そ　の　他
〔　4，215〕

灘糊撫勲騰欝購欝1、1．撫縣麟n

　農業集落排水事業特

別会計にっいては、農

業用水の水質保全と農

村生活環境の改善整備

を図るため、今日まで

積極的に取り組んでま

いりました。

　本年度においては、

三本地区の管路理設工

事と処理場用地の買収、

および小江川地区の実

施設計を予定し、歳入

歳出3億1，867万
9千円を計上いたしま

した。

県支出金
〔186，945〕

町　　　債
〔88，000〕

そ　の　他
〔43，734〕

農業集落排
水事業費

〔312，438〕

公　債　費
〔　6，240〕

予　備　費
〔　　1〕

灘欝騰麟難灘轍辮辮聯難馨麟翻、，纏講難論蒔観

住宅資金貸付事業特別

会計については、生活

環境である住宅環境の

整備、改善を図ること

を目的として、今日ま

で積極的に取り組んで

まいりました。本年度

も生活環境を改善し、

同和問題の早期解決に

資することを基本とし

ました。事業は、住宅

新築資金貸付事業並び

に住宅新築資金等貸付

事業債の償還などで、

歳入歳出1，557万
2千円を計上しました。

諸　収　入
〔　9，316〕

町　　　債
〔　4，600〕

そ　の　他
〔　1，656〕

公　債　費
〔　9，261〕

住宅資金貸
付事業費

〔　6，261〕

諸支出金
〔　　50〕

鱒講難鱗羅辮、織毒．鱗、購騨

収益的収入 ……，馨高栂償　　　　　　、、懸麹…鱗……漏戸li…i羨

営　業　収　益　284，880 営　業　費　用　252，888

営業外収益　　32，501 営業外費用　102，438
特　別　利　益　　　　　1 特　別　損　失　　　　1

予　　備　　費　　　100
合　　　計　　317，382 合　　　計　　355，427

資本的収入、
一般会計負担金　　1，050 建設改良費　　148，217
負　　担　　金　　32，282 企業債償還金　　21，635

合　　　計　　　33，332 合　　　計　　169，852

　水道事業会計については、収益的収入3億1，738万

2千円、収益的支出3億5，542万7千円で差引不足額
4，139万1千円は、前年度繰越利益剰余金で補てんし
ます。また、資本的収入3，333万2千円、資本的支出

1億6，985万2千円で差引不足額1億3，652万円
は、過年度分損益勘定留保資金などで補てんします。

（4）



平
成
四
年
第
一
回
定
例
議
会
が
三
月
七
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
会

　
期
十
三
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
今
回
の
定
例
議
会
で
は
、
平
成
四
年
度
一
般
会
計
予
算
、
各
特
別

　
　
　
会
計
予
算
、
平
成
三
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
や
改
正
な
ど

　
　
　
　
二
十
議
案
、
そ
の
ほ
か
に
請
願
や
陳
情
が
上
程
さ
れ
本
会
議
、
各

　
　
　
　
　
常
任
委
員
会
で
慎
重
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
決
定
さ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
し
た
。

平成4年第1回定例議会
新年度予算など20議案を可決

●
江
南
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
江
南
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

　
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
町
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の
給
与
等

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
江
南
町
一
般
職
職
員
の
給
与
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
江
南
町
技
能
労
務
職
員
の
給
与
の
種

　
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
　
　
（
原
案
可
決
）

●
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
江
南
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
　
　
（
原
案
可
決
）

　
助
産
費
の
支
給
額
を
出
産
費
用
の
実

態
に
合
わ
せ
、
十
三
万
円
を
二
十
四
万

円
に
引
き
上
げ
る
た
め
の
条
例
改
正
と

条
例
準
則
に
即
し
た
条
文
整
理
の
た
め

の
も
の
で
す
。

●
江
南
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
し
尿
手
数
料
を
三
十
六
リ
ッ
ト
ル
当

た
り
二
百
七
十
円
か
ら
二
百
九
十
円
に

料
金
改
正
い
た
す
た
め
の
も
の
で
す
。

●
平
成
四
年
度
江
南
町
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
　
●

●
平
成
四
年
度
江
南
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
四
年
度
江
南
町
老
人
保
健
特
別

会
計
予
算
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
四
年
度
江
南
町
住
宅
資
金
貸
付

事
業
特
別
会
計
予
算
（
原
案
可
決
）

●
平
成
四
年
度
江
南
町
水
道
事
業
会
計

予
算
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
四
年
度
江
南
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
予
算
（
原
案
可
決
）

●
平
成
三
年
度
江
南
町
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
五
号
）
　
　
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
、
二
億
二
千
八
百
六
十
二
万

四
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は
三
十

五
億
八
千
六
百
二
十
一
万
二
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
補
正
の
概
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

〔
歳
　
入
〕

O
町
税
　
　
一
四
五
、
六
六
〇
千
円

O
利
子
割
交
付
金
一
六
、
O
O
O
千
円

O
地
方
交
付
税
　
六
六
、
O
O
O
千
円

O
財
産
収
入
　
　
九
〇
、
一
一
一
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

o
繰
入
金
　
　
△
七
一

〇
諸
収
入
　
　
　
二
六
、

O
町
　
債
　
　
△
五
四
、

○
そ
の
他
の
歳
入
一
〇
、

O
歳
入
合
計
　
二
二
八
、

〔
歳
　
出
〕

四
二
四
千
円

一
二
五
千
円

O
O
O
千
円

一
五
二
千
円

六
二
四
千
円

○
老
人
医
療
給
付
費
な
ど
の
扶
助
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
千
円

○
パ
ソ
コ
ン
賃
借
料
な
ど
の
物
件
費

　
　
　
　
　
　
　
△
八
、
三
一
六
千
円

O
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
△
四
、
七
三
五
千
円

O
熊
谷
地
区
消
防
組
合
負
担
金
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
九
五
六
千
円

○
公
共
施
設
整
備
基
金
積
立
金
な
ど

　
　
　
　
　
　
二
五
五
、
〇
七
七
千
円

○
そ
の
他
の
歳
出

　
　
　
　
　
　
△
一
六
、
四
七
四
千
円

0
歳
出
合
計
　
二
二
八
、
六
二
四
千
円

●
平
成
三
年
度
江
南
町
国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
、
一
千
九
十
万
五
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
は
四
億
四
千
百
七
十

二
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
平
成
一
一
一
年
度
江
南
町
老
人
保
健
特
別

　
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
、
一
千
八
百
六
十
四
万
二
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
は
四
億
六
千

五
百
六
万
八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
平
成
三
年
度
江
南
町
農
業
集
落
排
水

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
、
三
十
七
万
三
干
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
は
三
億
三
百
三
十
七
万

四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
市
街
地
整
備
調
査
特
別
委
員
会
設
置

　
に
関
す
る
決
議
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
請
願
一
件

●
陳
情
一
件

（5）



春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
あ
な
た
の
大
切
な
「
命
綱
」

　
あ
な
た
は
車
に
乗
る
と
き
に
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
必
ず
締
め
て
い
ま
す
か
。

平
成
三
年
中
に
交
通
事
故
で
亡
く
な

っ
た
人
は
全
国
で
二
、
6
五
人
で
、
三
年

連
続
＝
、
0
8
人
を
突
破
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
特
に
、
昨
年
の
自
動
車
乗
車

中
の
事
故
死
者
数
は
、
四
、
六
七
五

人
、
全
死
者
数
の
四
二
∴
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
締
め
て
い
な
か
っ
た
人
は
、
な
ん
と

．
．
一
、
五
七
七
人
で
、
七
六
・
五
％
で
し

た
。
も
し
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い

た
ら
、
多
く
の
尊
い
命
が
助
か
っ
た
は

ず
で
す
。

被
害
軽
減
効
果
や
事
故
予
防

　
　
　
効
果
が
あ
な
た
を
守
る

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
に
は
、
事
故
に
遭
っ

た
と
き
体
を
ハ
ン
ド
ル
や
フ
ロ
ン
ト
ガ

ラ
ス
に
ぶ
つ
け
た
り
、
車
外
に
ほ
う
り

出
さ
れ
た
り
す
る
の
を
防
ぐ
「
被
害
軽

減
効
果
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
る
と
い
う
安
心

感
か
ら
気
持
ち
に
ゆ
と
り
が
で
き
、
安

全
意
識
を
向
L
さ
せ
た
り
、
運
転
中
の

姿
勢
が
よ
く
な
る
こ
と
か
ら
疲
労
を
軽
く

し
た
り
す
る
な
ど
の
「
事
故
予
防
効
果
」

が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
　
「
す
ぐ
近

く
ま
で
だ
か
ら
」
　
「
面
倒
だ
か
ら
」
な

ど
と
い
っ
た
理
由
で
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
締
め
て
い
な
い
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

「
自
分
は
事
故
に
遭
わ
な
い
」
と
思
っ

て
い
る
こ
と
自
体
、
運
転
技
術
を
過
信

し
て
い
る
証
拠
で
す
し
、
交
通
事
故
に

つ
い
て
軽
く
考
え
過
ぎ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

運
転
者
だ
け
で
な
く
同
乗
者

　
　
　
に
も
シ
i
ト
ベ
ル
ト
を

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
な
し
で
ド
ラ
イ
バ
ー

が
衝
突
に
耐
え
ら
れ
る
の
は
、
時
速
七

キ
ロ
ま
で
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
時
速

二
十
キ
ロ
の
衝
突
で
さ
え
、
そ
の
衝
撃

は
体
重
の
六
～
十
五
倍
に
も
な
り
、
死

亡
事
故
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
の

で
す
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
あ
な
た
の
大
切
な

「
命
綱
」
。
車
を
運
転
す
る
と
き
は
ま

ず
、
あ
な
た
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
、

同
乗
車
全
員
が
締
め
た
の
を
確
認
し
て

か
ら
発
車
す
る
よ
う
習
慣
づ
け
ま
し
ょ

・
つ
o

　
ま
た
、
子
ど
も
を
車
に
乗
せ
る
と
き

は
、
後
部
座
席
で
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
四
月
六
日
～
十
五
日
の
十
日
間
に
、

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
今
回
の
重
点
目
標
は
、
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

①
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

②
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

③
違
法
駐
車
の
締
め
出
し

　
全
国
各
地
で
、
交
通
安
全
を
体
験
で

き
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

家
族
や
友
人
と
と
も
に
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

●衝突速度と衝撃●

衝突速度 衝　　　　　　　　　撃

40km／h 6mの高さから落下したときの衝撃に等しい

60km／h 14m　　　　　　　　　　　〃

80km／h 25m　　　　　　　　　　　〃

100km／h 40m　　　　　　　　　　〃

（注）衝突速度は、固定壁へ直角にぶっけたときのスピード

〔
匙
…
含
…
韻
…
…
豊
“
註
ヨ
顎
訓
烈

㎜
…

　
　
　
　
　
歳
脇
翻
　
　
嘱
羅
鑓
警
撫
鷹
吐
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ン
チ
ッ
ク
な
文
芸
葺
（
三

釦餌舘餌即餌齪翻鎚即即榊即’腰8一囎鯉、押
　
俳
句
の
春
の
季
語
切
一
つ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ん

旅
の
途
中
で
死
ん
だ
雁
を
供
養
す

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
ろ

る
た
め
に
、
海
岸
で
風
呂
を
わ
か

す
と
い
う
風
習
の
よ
う
で
す
。

　
秋
に
北
国
か
ら
渡
っ
て
き
た
雁

が
、
海
上
で
羽
を
休
め
る
た
め
に
、

く
わ
え
て
き
た
小
枝
を
海
岸
ま
で

き
て
捨
て
、
そ
し
て
、
春
に

ま
た
北
へ
向
か
っ
て
旅
立
つ

と
き
に
、
そ
の
枝
を
拾
っ
て

い
く
と
い
い
ま
す
。
雁
が
去

っ
た
あ
と
に
小
枝
が
取
り
残

さ
れ
て
い
る
の
は
、
途
中
で

死
ん
だ
り
捕
え
ら
れ
た
り
し

た
哀
れ
な
雁
の
も
の
だ
と
い

う
こ
と
で
、
地
元
の
人
が
供
養
の

た
め
に
、
そ
の
小
枝
で
風
呂
を
わ

か
し
、
旅
の
人
に
ま
で
振
る
舞
っ

た
と
い
う
の
で
す
。

森
県
百
科
事
典
）
の
よ
う
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
雁
の
長
い
旅
の

厳
し
さ
が
し
の
ば
れ
る
話
で
す
。

　
一
方
、
わ
た
し
た
ち
も
春
に
な

る
と
活
動
が
活
発
に
な
り
、
交
通

事
故
が
心
配
で
す
。
四
月
六
～
十

五
日
ま
で
、
恒
例
の
「
春
の
全
国

　
奥
州
外
ヶ
浜
に
こ
の
風
習
が
あ

づ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
ヶ
浜

と
は
、
青
森
市
か
ら
陸
奥
湾
の
西

側
の
津
軽
半
島
を
海
沿
い
に
北
上

し
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
本
州
側
の
入

口
で
、
「
青
函
ト
ン
ネ
ル
記
念
館
」

の
あ
る
竜
飛
崎
辺
り
ま
で
の
地
域

の
こ
と
で
す
。

　
　
交
通
安
全
運
動
」
が
行
わ
れ

　
　
ま
す
。

　
　
　
今
年
の
重
点
目
標
は
、
シ

　
　
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
、

　
　
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事

　
　
故
防
止
、
違
法
駐
車
の
締
め

　
　
出
し
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
も

　
　
歩
行
者
も
、
交
通
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ヤヤヤヤヤヤ

　■ヤ》ヤ》をマ

＼　　！

…一……鯉一伽一一即卸翻囎一”叩悶四脚釦翻釦即餌餌釦

r
暑
薯
睾
曽
曽
曽
暑
暑
薯
2
2
旨
匙
2
『
宮
薯
旨
曽
暫
曽
曽
一
寄
含
2
噸
㌧
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トピツワス 身近かな話題、ホ・ソト后ニュース壼お寄せくだごい，

　一森田さんの
　　　「気象とくらし」講演会一

　3月21日に勤労福祉センターにおいて

商工会・同青年部・同婦人部主催の講演

会が開かれました。講師は、テレビ・ラ

ジオでおなじみのお天気キャスター森田

正光氏で、「気象とくらし」と題して、約

2時間お話しいただきました。

　シャレをおりまぜながらの話術は、さ

すがキャスターだなと感じさせました。

特に、世界の気象異変の原因をわかりや

すく説明していただき、聴衆の皆さんが

満足しておられました。

一江南荘で利用者が50万人一

　3月3日、江南荘で利用者が50万人

に達し、前後の人も含めて3名に記念品

が永田江南荘所長（写真左端）より手渡

されました。

　これは、江南荘が昭和54年6月1日

に開所し、まもなく12年目を迎えるこ

の日に達成となりました。50万人目に

は、群馬県太田市の根岸年男さん（右端）、

前後には、大里村の長島みやさん（右か

ら二番目）と熊谷市の蟄田梅吉さん（左

から二番目）でした。

鐡「’

↓
o
u
剛
o
噂

ω
o
旧
O
O
↑

馨継

一柔・道・教・室一

　2月24日から3月14日までの9日
間、江鰯柔道場絵場1こ柔道教室

が行われました。

　小学1・2年生を対象に行われたこの

柔道教室には、例年より多い65名が参

加し、柔道愛好会のみなさんたちの指導

により、技だけでなく礼儀作法もすっか

り身につきました。

（7）



OOO

…
　
箋
謹
　

㈱
～
40
代
は

傷ゆ砺ゆ

　
人
問
の
一
生
は
、

㈲
新
生
児
・
乳
児
・

鱒
年
・

・
時
期
に
応
じ
て
、

・
が
あ
り
ま
す
。

砺ゆ

年
期
に
は
、

・
や
す
く
な
り
ま
す
。

㈱励
成
人
病
は
、

㈲・
　
そ
こ
で
、

・
け
、
つ
み
と
っ

㈲轍
　
健
診
は
、

噌
調
べ
、

人
間
ド
ッ
グ
受
診
の
お
す
す
め

成
人
病
年
齢
P
ー

　
　
　
　
　
身
体
的
特
徴
か
ら
、

　
　
　
　
学
童
・
青
少
年
・
壮

老
年
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
　
　
　
発
症
し
や
す
い
病
気

　
こ
の
な
か
で
四
十
～
五
十
歳
代
の
壮

　
　
　
　
　
高
血
圧
症
・
が
ん
・
糖
尿

・
病
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
成
人
病
が
発
症
し

　
　
　
　
　
　
　
　
け
れ
ど
も
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
初
期
の
段
階
、
つ
ま
り
そ

　
の
病
気
の
芽
が
出
は
じ
め
る
こ
ろ
に
は
、

㈱
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
は
現
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
そ
の
芽
を
い
ち
早
く
見
つ

　
　
　
　
　
　
て
し
ま
う
た
め
に
、
健

鱒
診
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

～
自
分
の
か
ら
だ
を

　
一
番
知
っ
て
い
る
の
も

　
　
知
ら
な
い
の
も

　
　
　
　
　
　
自
分
自
身
～

　
　
　
　
か
ら
だ
の
異
常
の
有
無
を

　
　
異
常
が
み
つ
か
れ
ば
、
芽
の
段

階
で
、
あ
る
い
は
手
遅
れ
に
な
ら
な
い

状
態
の
う
ち
に
治
療
で
き
る
と
い
う
利

点
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
同
時
に
、
何
十
年
も
つ
き
あ
っ

て
き
た
自
分
の
か
ら
だ
の
変
化
、
い
い

か
え
れ
ば
、
老
化
が
ど
の
程
度
進
ん
で

い
る
か
も
、
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
数

値
（
視
覚
的
）
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
Qー

年
に
一
度
は
健
診
を

　
　
　
　
受
け
ま
し
よ
う
～

　
江
南
町
の
過
去
の
健
診
結
果
を
ま
と

め
ま
し
た
と
こ
ろ
、
四
十
五
歳
～
五
十

四
歳
の
人
の
疾
病
発
見
率
が
最
も
高
値

を
示
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
早
期
発
見

・
早
期
治
療
の
た
め
四
十
五
歳
に
な
ら

れ
る
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
町
で
は
人

間
ド
ッ
グ
を
町
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受

診
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。
健

康
に
自
信
の
あ
る
人
も
、
ぜ
ひ
受
診
さ

れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実
施
方
法

期
　
日

時
　
間

会
　
場

対
象
者

問
合
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
　
　
霊
彗
瀞
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

七
月
・
十
月
・
一
月
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

午
前
八
時
四
十
五
分
よ
り
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

正
午
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

江
南
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
ゲ
ゆ

平
成
四
年
度
に
四
十
五
歳
に
・

な
ら
れ
る
人
に
個
人
通
知
い
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

保
健
課
　
内
線
三
一
一
　
　
．
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O
　
O
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O
O
O
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O
O
　
O
O
　
O
O
O
◇
O
O
◇
O
　
O
O
O
O
　
O
O
　
O
O
　
O
O
O
O
O
O
　
O
O
　
O
O
O
O
O
　
O
　
O
O
　
O
O
　
O
O
　
O
O
O
O
　
O
O
O
O
　
O
O
　
O
O
　
O
◇
O
O
　
O
O
　
O
O
O
◆
O
O

　
　
　
　
　
　
老
人
保
健
医
療
受
給
者
の
み
な
さ
ん

万
歩
計
で
日
本
一
周
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
昔
か
ら
「
足
が
弱
け
れ
ば
長
生
き
が

で
き
な
い
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
足
や

腰
の
強
さ
は
、
か
ら
だ
の
健
康
と
脳
の

は
た
ら
き
に
大
き
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
七
十
歳
以
上
の
老
人
保
健

医
療
受
給
者
の
み
な
さ
ん
に
「
歩
く
健

康
づ
く
り
」
を
実
行
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
万
歩
計
を
希
望
者
に
差
し
あ
げ

ま
す
。

　
し
か
し
、
た
だ
歩
く
だ
け
で
は
何
の

楽
し
み
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
歩
い
た

歩
数
を
毎
日
「
日
本
一
周
記
念
力
i
ド
」

に
記
入
し
な
が
ら
、
日
本
一
周
に
挑
戦

し
て
く
だ
さ
い
。

歩
く
こ
と
に
よ
っ
て

　
　
こ
ん
な
効
果
が
あ
り
ま
す

響
嶺
β

o
鱗

皿．

題、
馨
灘
、
一

●
心
臓
や
肺
の
は
た
ら
き
を
高
め
ま
す

●
血
圧
を
下
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

●
か
ら
だ
の
肥
満
を
防
止
し
ま
す

●
ス
ト
レ
ス
を
少
な
く
し
、
よ
く
眠
れ

　
ま
す

●
足
や
腰
の
骨
を
丈
夫
に
し
ま
す

●
ボ
ケ
防
止
に
役
立
ち
ま
す

●
食
事
が
お
い
し
く
な
り
ま
す
。

銚8

　
希
望
者
は
、
老
人
保
健
医
療
受
給
者

証
を
保
健
課
窓
口
に
提
出
し
て
受
領
く

だ
さ
い
。
な
お
、
す
で
に
万
歩
計
の
配

布
を
受
け
て
い
る
受
給
者
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
日
本
一
周
（
六
、
二
〇
〇
キ

ロ
）
を
達
成
さ
れ
た
受
給
者
に
は
、
記

念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

　　　　　　　日本一周到達距離〔単位km〕

　　　　　　　江南スタート→浦和（50）→東

　　　　　　京（75）→名古屋（440）→大阪（63

0）→広島（970）→博多（1，230）→鹿児島（1，540

→宮崎（1，670）→下関（2，020）→鳥取（2，470）

→京都（2，700）→新潟（3，240）→秋田（3，510）

→函館（3，810）→旭川（4，230）→釧路（4，640）

→青森（5，430）→仙台（5，820）→浦和（6，150）

→江南ゴール（6，200）　※万歩計の一歩は、

男子70cm・女子60cmで計算してください。
（8）



辺　　瀦

ll無さと

齢再発見

地
名
は
語
る

「
堀
之
内

　
三
本
に
残
る
地
名
「
堀
之
内
」
の
周

　
　
　
西
を
新
押
切
橋
に
至
る
県
道
に

北
を
吉
見
用
水
路
に
、
南
を
県
道
富
田

・
熊
谷
線
に
面
し
て
い
ま
す
。
押
切
の

渡
し
場
と
、
県
道
は
昔
か
ら
の
交
通
路

で
す
か
ら
、
堀
之
内
の
周
辺
は
交
通
の

要
衝
に
あ
た
り
ま
す
。
明
治
初
年
に
編

さ
ん
さ
れ
た
「
武
蔵
国
郡
村
誌
」
に
は

堀
之
内
の
広
さ
を
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
ま
す
。
1
東
西
二
町
四
十
間
・
南

北
一
町
四
十
間
　

ほ
ぼ
隅
の
と
れ
た

長
方
形
を
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
青
々
と
育
つ
、
麦
畑
か
ら
は

堀
の
存
在
を
窺
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
地
名
の
と
お
り
な
ら
、
堀
が
巡
り
、

掘
り
出
し
た
土
を
土
塁
状
に
盛
り
上
げ

た
一
画
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

地
名
辞
典
や
、
他
地
域
の
例
で
は
、
堀

之
内
と
い
う
と
中
世
武
士
の
館
に
由
来

を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

の
ち
に
武
士
の
菩
提
寺
と
な
っ
て
い
る

例
も
あ
り
ま
し
た
。
中
世
の
武
士
の
館

は
一
町
四
方
程
の
範
囲
を
堀
と
土
塁
で

囲
ん
だ
単
純
な
構
造
の
場
合
が
多
く
、

日
常
生
活
を
す
る
た
め
の
主
殿
や
納
屋

の
他
に
倉
・
馬
屋
な
ど
が
あ
り
、
疏
菜

類
を
育
て
た
畑
も
取
り
込
ん
で
い
た
よ

う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
館
を
、
外
か
ら

見
た
場
合
に
堀
之
内
と
呼
ば
れ
た
の
で

し
よ
う
。

一

第22話

　
当
時
、
三
本
堀
之
内
に
は
ど
ん
な
武

士
が
住
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
伝

承
は
無
い
の
で
し
ょ
う
か
。
中
世
の
記

録
に
現
れ
る
江
南
町
関
係
の
記
事
は
た

い
へ
ん
少
な
い
の
で
す
が
、
町
に
残
さ

れ
た
板
碑
が
、
欠
史
を
わ
ず
か
に
補
っ

て
く
れ
ま
す
。
三
本
と
押
切
の
間
に
あ

っ
た
旧
観
音
堂
に
、
か
つ
て
荒
川
よ
り

拾
い
あ
げ
ら
れ
た
縁
泥
片
岩
の
板
碑
が

徳
志
者
の
手
に
よ
っ
て
祀
ら
れ
て
い
ま

す
。
み
な
鎌
倉
時
代
の
製
作
で
す
が
、

そ
の
一
つ
に
次
の
よ
う
な
銘
文
が
み
え

ま
す
。
　
「
正
安
二
年
（
一
、
三
〇
〇
年
）

む
と
う
ぎ
ょ
う
ぷ
コ
エ
う
ち
か
な
お

武
藤
刑
部
尉
親
直
」
武
藤
氏
は

御
所
を
警
護
す
る
役
所
「
武
者

所
」
に
勤
務
し
た
武
士
た
ち
か

ら
始
ま
り
、
代
々
武
藤
氏
は
警

察
・
裁
判
に
関
係
し
た
役
に
就

い
て
い
た
よ
う
で
す
。
刑
部
は

警
察
と
裁
判
所
を
合
わ
せ
た
役

職
を
持
つ
役
所
の
名
称
で
す
。

じ
ょ
う尉

と
は
官
位
名
で
、
今
で
い
う

政
治
に
強
い
影
響
力
を
持
っ
て

き
た
鎌
倉
時
代
以
後
は
有
名
無
　
、
、
．
灘

実
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
当
時
、
武
藤
氏
は
九
州
一
円

に
勢
力
を
持
ち
、
九
州
地
方
の
総
督
府

の
よ
う
な
役
所
で
あ
っ
た
太
宰
府
の
少

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
く
　
し

弐
（
次
官
級
）
や
国
司
（
知
事
相
当
）

を
歴
任
し
て
い
ま
し
た
。
武
蔵
に
残
る

一
族
も
い
た
の
で
し
ょ
う
が
、
大
半
の

一
族
は
九
州
地
方
に
根
を
お
ろ
し
て
い

た
の
で
す
か
ら
、
板
碑
に
刻
ま
れ
た
武

藤
氏
と
江
南
町
と
の
関
係
は
謎
の
ま
ま

で
す
。
先
月
号
で
駒
形
を
紹
介
し
た
折

り
、
熊
谷
直
実
の
家
来
、
権
太
の
事
を

記
し
ま
し
た
。
権
太
に
つ
い
て
は
不
詳

で
す
が
彼
が
駒
形
神
社
を
建
て
た
場
所

を
現
在
の
地
名
場
所
に
考
え
て
よ
い
な

ら
ば
、
堀
之
内
は
社
に
も
っ
と
も
近
い

館
と
な
り
ま
す
。
権
太
は
、
堀
之
内
の

館
に
住
ん
で
い
た
の
で
」
よ
う
か
。

武
藤
氏
・
権
太
に
し
ろ
、
堀
之
内
は
江

南
町
中
世
史
の
一
舞
台
に
な
り
ま
す
。

　
　
●

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

　
　
　
　
試
験
準
備
講
習
会

●
準
備
講
習
会

日
時
五
月
十
七
日
㈲
・
五
月
二
十

　
　
　
　
四
日
⑳

場
　
所

受
講
料

受
　
付

　
申
告
書
の
交
付
及
び
受
付
は
熊
谷
地

区
消
防
本
部
予
防
課
、

●
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
（
第
一
回
）

　
五
月
二
十
四
日
佃
　
東
京
国
際
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
越
市
）

　
五
月
三
十
一
日
佃
　
熊
谷
高
等
学
校

試
験
日
（
第
二
回
）

　
七
月
十
二
日
㈲
　
　
芝
浦
工
業
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
宮
市
）

願
書
の
受
付
日

　
第
一
回

　
四
月
二
十
日
㈲
か
ら
四
月
二
十
五
日

ガ
ま
で

　
第
二
回

　
六
月
十
一
日
㈲
か
ら
六
月
十
六
日
σ
℃

ま
で
（
土
曜
日
の
午
後
、
日
曜
日
は
除

き
ま
す
。
）

願
書
の
受
付
場
所

　
熊
谷
地
区
消
防
本
部
予
防
課
　
費
二

一
－
一
二
〇
七

　
妻
沼
消
防
署
　
麿
八
八
－
二
一
一
四

熊
谷
市
立
勤
労
会
館

六
千
二
百
円
（
但
し
テ
キ
ス

ト
代
は
別
で
す
。
）

四
月
二
十
日
㈲
か
ら
四
月
二

十
五
日
ω
ま
で
（
土
曜
日
の

午
後
は
除
き
ま
す
。
）

　
　
　
　
　
妻
沼
消
防
署

水道の

故障・修理は
当番の

指定工事店へ

　　　　　　　11　1－　11
4月の当番、

壱
・
罫

嘉潜「』’療、「
・
、
電

、瀦，番・舞、
　籍｝、　　　嗜1』

玉・61・11φ縫6㌘2霧・26 働嚇寵幽「機 ，！3・鮮鱒、燦、

を．7．玉2．17・22・27

　　　　　　　1、

繍
、
、
藩
舜

建憲、 蘭羅嘩熱、

3・8・13・、1各。一昇3・28』 擁ギ藻難認
、
、

擦蘇繭欝
4…・函4鰍「擦4墾、

、
、

確膿麟舞、欝
』lr、

　鷺11、1
・
，

3鯵、3漁「織：2

　　　　一…「1　鵠　1輪　1脳、一一Ii「一
5－9「縫6・15陰・2蘇，一誌緬・

　　　　　　　難　i「繍「
舗擁麟・瞬 「

、 3鰐爆隷怨
（9）



精報八轡ワ
　最近、特に自動車乗車中の事故で、

シートベルトを締めていなかった死

者数が増えています。

　平成3年中の交通事故死者数は11

，105人で、自動車乗車中の死者数は

4，675人（42．1％）。そのうち3，577

入はシートベルトを締めていなかっ

た。もし、シートベルトを締めてい

れば、相当数の人が助かったといわ

れています。ドライバーが両腕と両

足で支えられるのは、自分の体重の

2～3倍の力まで。時速20kmの衝突

でさえ、その衝撃は自分の体重の6

～15倍にもなり、低速度でもシート

ベルトの着用効果には大きなものが

あります。

　このようなことから、シートベル

トの正しい理解と着用推進のための

クイズをつぎのとおり行います。

第1問

第2間

第3間

第4問

シートベルトなしで自力で

耐えられる衝撃は時速約何

㎞の衝突？

①7km②27km③47km
平成3年中における全国の

自動車乗車中の死者のうち、

シートベルトを締めていな

かった人は、約何％？

①40％②60％　③80％
自動車保険の搭乗者傷害保

険に加入している場合、シ

ートベルトを締めていると

死亡保険金の額が、割増に

①なる　②ならない

シートベルトをしない場合

は、違反点数制度の対象に

①なる　②ならない

　　　　4月30日（淘当日消印有効

　　　　官製はがきに、希望の賞品

　　　　コース名、クイズの答え、

　　　　住所、氏名、年齢、性別、

　　　　電話番号、職業を明記

　　　東京都港区西麻布3－24－20

　　　交通安全教育センター内

　　　助日本交通安全教育普及協

　　　会「シートベルト着用推進

　　　キャンペーンクイズ」B係まで

網　回　囮

賞品　Aコース　92F　l日本グランプリ入場券

　　Bコース　マルチディスタプレーヤー

　　Cコース　パーソナルカラーテレビ

締切り

応募
方法

応募先

20歳以上の学生は

国民年金に全員加入です

　平成3年4月から、20歳以上の学

生は国民年金に強制加入することに

なっています。4月1日にすでに20
歳以上の学生は4月から、それ以降

に20歳になる学生は誕生日の前日が

加入日となります。

　加入して保険料を納めることによ

り、病気やケガで障害者になったと

きに障害基礎年金が受けられるとと

もに、将来満額の老齢基礎年金も受

けられます。

　まだ、加入していない学生は急い

で届出してください。

※加入の手続きは……

　学生本人の住民票がある市町村役

場国民年金係です。本人の親が手続

きや納付の代行もできます。

※保険料は一…

　平成4年4月から月額9，700円で
す。保険料を納めることが困難なと

きは、申請すると一定の基準以下で

あれば保険料が免除されます。

　また、学生が就職して厚生年金保

険や共済組合に加入したときは、国

民年金を喪失する手続きが必要です。

忘れず手続きしましょう。

固定資産課税台帳の縦覧

　固定資産課税台帳の縦覧は、平成

4年度の固定資産税を決める基礎と

なる固定資産の状況や価格を、あな

た自身の目で確かめていただくもの

です。

　今年の1月1日現在で町内に固定

資産（土地・家屋・償却資産）を持

っている人は、この機会に課税台帳

をご覧ください。

日時4月！日（水）～20日（月）

　　　午前8時30分～午後5時
　　　土曜日は正午まで（ただし、

　　　　日曜日と第2土曜日の11日

　　　は除く）

場所役場税務課
間合せ　役場税務課固定資産税係

　　　a36－1521内線254

し尿くみ取り料金の改正

　人件費や機材のアップから、し尿

くみ取り料金が4月1日より364あ
たり270円から290円に改正されまし

た。5人家族の例で、月額約206円

の値上りとなります。
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農林学級（4月・5月）

開催日 内　　容 時　　間

19日（日） ミニトマトの 午前10時

収獲

19日旧〉 飾り棚 午前10時
29日（水） お化けかぼちゃ 午前10時

の栽培講習会
29日（水） ひょうたんへち 午後1時30分

ま栽培講習会
30日（木〉 たけのこ料理 午前10時
％日（火） ミニトマトの 午後1時30分

栽培

10日（日） 春の子ども料 午前10時

理教室
10日（日） 草花、野菜年 午後1時30分

間コース

費用無料
対象一般県民
問合せ　農林公園管理事務所

　　　盈83－2301
花き園芸講座（4月）

農林公園内・植物振興セン

ター　583－2841

江南町文化講演会開催

　江南町人材育成推進協議会ではま

すます国際化し、多様化していくこ

れからの社会に的確に対応し、21世

紀の江南町を担う人材を育成するこ

とを目的に、活動をしています。

　今回、この活動の一環として、町

の文化の向上をはかるため文化講演

会を開催します。多数のみなさんの

ご来場をお待ちしております。

時
所
及
題

　
　
師
演

日
場
講
び

せ△
・間

4月8日（水）午後2時開場

勤労福祉センター講習室

小沢　昭一氏

「長講一席　小沢昭一的

こころ」

企画課　内線221

容

深めることにより、憲法の理念をく

らしに生かす気運の醸成を図る。

日時平成4年5月9日q二）
　　　13時開場　14時開会

場所熊谷会館ホール
内　容　●知事あいさつ

　　　●記念講演　森本毅郎

　　　●コンサート　さとう宗幸

入場入場無料（ただし、入場整
方　法　理券が必要）入場整理券は、

　　　4月1日（水）より県庁県民案

　　　内室及び案内所、各地方県

　　　民センターで直接配布。

　　　ハガキによる申し込みは、

　　　埼玉県庁県民総務課
　　　〒336浦和市高砂3－15一・1

4月は「土地月間」です

開催日

9日（木）

14日（火）

17日㈹
22日（水）

24日㈹

内

接木の秘訣

春まき一年草の種まき

春の山野草

サクラソウの楽しみ方

洋ランの株分けと植え替え

※時間は、午後1時30分
対　象　一般県民

受　付　毎月1日の午前8時30分か

　　　ら行います。
間合せ　大里郡川本町本田5768－1

第2回　憲法をくらしに生か

す県民のつどい

憲法に対する理解と認識をさらに
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芳　　直
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　土地は限りある大切な資源です。

投機の対象とすることなく、公共の

福祉を優先し、みんなで計画的に利
用していきたいものです．　●

（不動産鑑定士による無料相談会）

日時4月4日（土）10時～16時
場所浦和駅西口浦和市観光案内
　　　所前、大宮コンコース、川

　　　越丸広百貨店正面入口前、

　　　熊谷駅改札自由通路

問合せ　県庁土地政策課

　　　ao48－822－2111

シートベルト着用推進

キャンペーンクイズ

1！，950

町民のうごき

11，940一

11，930

人／戸

3，340一

3，330一

3，320

12月　1月　2月　3月

3月1日現在

人口11，949十4
男

女

5，898　十4

6，051

世帯　　3，338

0

0

平成4年　救急出動状況

救急出動状況 2　月 累　計

交　　　　　　通 2件 7件

一　般　　負　傷 1件 1件

急　　　　　　病 9件 26件
そ　　　の　　　他 3件 3件

合　　　　　　計 15件 37件

小
林
友
保

67
歳

小

江

川

（11）
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　　　　　さ　や　か
佐藤沙耶香ちゃん

　平成3年5月7日生
　佐藤千秋・厚子さんの

長女（10ヵ月）　　成　沢

　「二番目のせいか、とっ

ても快活な子です。

　このまま、明るく元気で

すなおに育ってほしい……

」とお母さん。

こう　　へい

浩平ちゃん山寺

　
　
満
廼
，

　　　　　しょう　　いち

真保翔一ちゃん
　平成3年4月19日生

　真保利夫・由里子さんの

長男（11ヵ月）　成沢
　「とても愛想のいい僕。

好奇心旺盛で、障子も張っ

ては破きの追いかけっこで

す。丈夫で思いやりのある

子に育ってほしい……。」

　平成3年6月3日生
　寺山　浩・博美さんの

長男（9ヵ月）　　小江川

　「江南の自然の中で、身

1欝鰍寡就奪、灘
　　　　　　　　　　　　魁謹

え　り　な

依理奈ちゃん原

　平成3年5月8日生
　原　泰之・千恵子さんの

二女（10ヵ月）　樋春
　「今まで女の子に見られ

たことのない依理奈ですが

女の子らしいやさしい子に

育ってぽしい……」とお母

さん。
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）
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熱
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先
月
の
広
報
三
月
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万
の
融
誕
生
お

め
で
と
う
の
中
で
紹
介
し
た
、
千
代
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毎
月
、
自
分
の
能
力
も
顧
り
み
ず
広

報
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
か
内

容
も
薄
く
、
か
と
い
っ
て
そ
れ
を
ぺ
ー

ジ
数
で
補
っ
て
い
く
ほ
ど
の
才
能
も
な

く
、
情
け
な
い
話
し
で
す
。
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す
。
真
正
面
に
向
か
い

合
っ
て
、
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
子
ど
も

に
泣
か
れ
…
…
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だ
か
ら
必
要
以
上
に
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材
を
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な
い
の
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な
あ
～
。

　
飲
め
な
い
酒
で
も
飲
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で
、
勢
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を

つ
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て
い
け
ば
も
っ
と
い
い
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報
が
つ

く
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
思
っ
て

は
み
る
も
の
の
、
実
際
お
酒
を
飲
ん
で

取
材
に
行
け
ば
、
…
…
。




